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（２） 2003.9  広報おおの

現
在
、
市
内
約
三
十
カ
所
で
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
や
「
介
護
予
防
教
室
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
高
齢
者
が
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き
と
過
ご
せ

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
は
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

人
で
、
会
場
に
は
地
域
の
集
落
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
一
カ
所
に
つ

き
年
十
二
回
程
度
開
か
れ
、
運
営
は
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
利
用
料
は
原
材
料
な
ど
の
実
費

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
趣
向
を
凝
ら
し

た
内
容
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
に
三
年

間
は
市
の
委
託
事
業
と
し
て
、
四
年
目
以

降
、自
主
的
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ふれあいサロン 
　社会福祉協議会（165・8773） 
　テラル越前農業協同組合（165・8893） 
介護予防教室 
　在宅介護支援センター済生会聖和園（166・1874） 
　在宅介護支援センター大野和光園（166・6660） 
　在宅介護支援センター一乗ハイツ（165・5719） 
高齢福祉に関すること全般 
　市役所福祉課高齢福祉係（166・1111内線481） 

問い合わせ先 

祝
日
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
か
ら
九
月
の
第
三
月
曜
日

が
「
敬
老
の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十
四
年
の
老

人
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
十
五
日
は
「
老
人
の
日
」
に
、
十

五
日
〜
二
十
一
日
は
「
老
人
週
間
」
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
老
人
週
間
に
ち
な
み
、
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
か
ら
一
部
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
で
開
催 

源 
みなもと 

元気の 
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手探りのスタートから四年

区長さんからサロンの提案が

あって、とりあえずやってみよ

うと平成十二年に始めました。

講師を招いて話を聞くほか、

法話を聞いたあとに手作りの報

恩講料理を味わったり、保育園

の子どもたちと交流したりと、

協力員八人、手探りで内容を考

えながら一年が終わりました。

二年目以降、地域の人からそばうちを習う機会を

はじめ、みんなでうらら館へ出かけたり、保育園児

と新年会で伝承遊びをしたり、だんだんと活動の幅

も広がり今年で

四年目を迎えま

した。

これからも協

力員同士、お互

いに協力しなが

ら楽しくやって

いきたいですね。

土川貴代子さん
（中荒井一丁目）

『健交会
（中荒井一丁目）』

報恩講料理を味わう参加者

おやつ作りにやりがい

地域でお年寄りが集まる場

所を設けようと始まりました。

最初、三十人ほどだった参加

者も口コミで評判が広がり今で

は約五十人。当初から費用をで

きるだけ安く抑えようと、おや

つを手作りしてきましたが、今

では、そのおやつを楽しみに参

加してくる人もいて、とてもや

りがいを感じています。

年間の活動内容を考えるときなどに、メンバーか

らいろんな知識を学ぶことができるほか、サロン同

士の情報交換などで人の輪が広がるのも、とても楽

しみにしていま

すよ。これから

も、みんなで和

気あいあい、楽

しく活動を続け

ていきたいと思

います。

大倉登美子さん
（日吉町）

『第四地区高齢者お
楽しみ会（日吉町・明
倫町）』

コーヒーゼリーを作るメンバー

次回が待ち遠しい

区長さんの誘いで参加するよ

うになりました。普段、農作業

で表に出ることはあっても、人

と会って話をする機会はほとん

どありません。だから月に一度

みんなと顔を合わせるのをとて

も楽しみにしています。

フラワーアレンジやちまきづ

くりなど、これまでに体験した

ことのない内容でも、教わりながらやってみると、

まあまあ形になるもんですよ。自分一人では経験で

きないような、面白いことが学べますね。

何か大掛かりなことをするというよりも、定期

的にみんなで集

まる機会のある

ことがうれしい

です。次回のク

ラブが本当に待

ち遠しいですね。

村口利英さん
（伏石）

『いきいきクラブ（伏
石・大月・御領・落
合）』

教わりながら、ちまき作り

月に一度の楽しみ

この地区では以前、老人会の
集まりが行われていましたが、
運営している人が体調を崩した
などの理由から次第に回数が減
り、いつの間にかなくなってい
ました。近所の人たちと「さみ
しいね」と話していたところ、
クラブが開催されると聞いて参
加するようになりました。
講師から話を聞いたり工作を学んだり、内容が豊

富でとてもやりがいがあります。また小学生との交
流が楽しみだという人も多いですね。
普段は家でじっとしている人が多いので、月に一

度の機会を、み
んな心待ちにし
ています。こう
して定期的に集
まる機会を、一
度でも多く続け
てくれるとうれ
しいですね。

長岡とめ子さん
（塚原）

『真名川クラブ（井ノ
口・田野・塚原）』

富田小学校三年生との交流会

参加に喜び

楽しく運営
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れ
ま
す
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当

二
十
歳
未
満
で
、
重
度
の
障

害
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
で

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
重
度
障
害
児
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
特
別
児
童
扶
養
手
当
と

併
給
が
で
き
ま
す
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

二
十
歳
以
上
で
、
著
し
く
重

度
の
障
害
状
態
に
あ
り
、
日
常

生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
、
在
宅
の
特
別
障
害

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
福
祉

手
当公

的
年
金
や
福
祉
手
当
な
ど

を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
ま

た
は
二
級
の
人

②
療
育
手
帳
に
重
度
障
害
児

（
者
）
福
祉
手
当
該
当
の
記

載
が
あ
る
人

◆
児
童
手
当

小
学
校
へ
就
学
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

◆
乳
児
家
庭
養
育
手
当

一
歳
未
満
の
乳
児
を
家
庭
で

養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当

母
子
家
庭
や
、
父
親
の
身
体

に
一
級
程
度
の
障
害
が
あ
る
家

庭
の
児
童
を
養
育
す
る
母
親
、

ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
す
る
人
に
、
児
童
が
十

八
歳
に
な
る
ま
で
支
給
（
遺
族

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給

で
き
る
と
き
は
非
該
当
）
さ
れ

ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

二
十
歳
未
満
で
、
一
級
ま
た

は
二
級
障
害
が
あ
る
子
を
在
宅

で
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

六
月
か
ら
進
め
て
い
た
福
祉
事
務
所

の
改
修
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。
受
付

の
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
化
を
は
じ
め

相
談
室
や
簡
易
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

な
ど
、
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

福
祉
手
当
制
度

オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
や

相
談
室
新
設 
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
や

相
談
室
新
設 

福
祉
手
当
や

医
療
費
助
成 

ご利用 
ください 

福 祉 事 務 所 を 改 修
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け
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
オ
ー
プ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
。

事
務
所
内
に
相
談
室
を
新
設
し

た
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
な

ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
も
設
け
ま
し
た
。

ま
た
通
路
か
ら
事
務
所
内
が
よ

く
見
渡
せ
る
よ
う
、
自
動
ド
ア
の

間
口
を
広
げ
、
よ
り
入
り
や
す
い

雰
囲
気
と
な
っ
た
ほ
か
、
市
役
所

北
側
入
り
口
か
ら
事
務
所
入
り
口

ま
で
の
間
に
、
視
覚
障
害
者
用
の

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
の
介
護
保
険
制

度
や
平
成
十
五
年
度
の
障
害
者
支

援
費
制
度
の
導
入
、
児
童
手
当
や

乳
幼
児
医
療
費
の
対
象
年
齢
拡
充

な
ど
、
近
年
の
福
祉
政
策
拡
充
に

よ
り
、
福
祉
事
務
所
を
直
接
訪
れ

る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
受
付
業
務
の
円
滑

化
や
相
談
業
務
の
充
実
に
向
け
、

事
務
所
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

床
面
積
を
こ
れ
ま
で
よ
り
四
十

五
平
方
c

広
げ
百
六
十
五
平
方
c

と
し
た
ほ
か
、
数
人
を
同
時
に
受

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
三
級
か

つ
療
育
手
帳
に
重
症
心
身
障

害
児
（
者
）
福
祉
手
当
該
当

の
記
載
が
あ
る
人

※
こ
れ
ら
の
手
当
に
は
、
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
児
童
手

当
や
児
童
扶
養
手
当
を
現
在
受

給
し
て
い
て
、
ま
だ
現
況
届
を

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
場
合
、
支
給
が
止
ま
り

ま
す
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

満
二
十
歳
未
満
の
子
を
養
育

し
て
い
る
母
子
（
父
子
）
家
庭

の
母
（
父
）
お
よ
び
児
童
（
在

学
中
の
者
）、
ま
た
は
一
人
暮

ら
し
寡
婦
の
保
険
診
療
負
担
金

を
助
成
し
ま
す
。

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

一
〜
三
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
や
Ａ
〜
Ｂ
１
の
療
育
手
帳

持
っ
て
い
る
人
の
保
険
診
療

負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成

養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
三

人
以
上
の
場
合
は
小
学
校
就
学

前
ま
で
、
子
ど
も
が
二
人
ま
で

の
場
合
は
三
歳
未
満
ま
で
の
乳

幼
児
の
保
険
診
療
負
担
金
を
助

成
し
ま
す
。
所
得
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
児
童
歯
科
医
療
費
助
成

満
三
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
児
童
に
つ
い
て
、
歯
科

医
療
費
の
保
険
診
療
負
担
金
を

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
ほ
か

に
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　

福
祉
課
（
1
66
・
１
１
１
１
）

児
童
福
祉
係
＝
内
線
４
７
４

社
会
福
祉
係
＝
内
線
４
７
２

医
療
費
助
成
制
度

児童福祉係（内線474～476） 
　　子育て支援、乳幼児や母子・父子家庭、保育所 
　　や児童館、民生・児童委員などに関すること 
社会福祉係（内線471～473） 
　　障害者福祉、支援費制度、生活保護、献血に関 
　　することなど 
高齢福祉係（内線481～484） 
　　介護保険や高齢福祉に関すること 
 

市役所福祉課（166・1111） 

問い合わせ先 

税務課 談話室 書庫 

生活 
環境課 中会議室 

池 

情報 
広報課 

会計課 

市民課 

行政 
資料室 

東側入り口 

正面 
入り口 

西側 
入り口 

北側 
入り口 

上水道課 

施設 
管理員室 

収入役室 

売店 

福祉課 

福祉事務所 
 

市役所１Ｆ平面図



（４） 2003.9  広報おおの

れ
ま
す
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当

二
十
歳
未
満
で
、
重
度
の
障

害
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
で

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
重
度
障
害
児
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
特
別
児
童
扶
養
手
当
と

併
給
が
で
き
ま
す
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

二
十
歳
以
上
で
、
著
し
く
重

度
の
障
害
状
態
に
あ
り
、
日
常

生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
、
在
宅
の
特
別
障
害

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
福
祉

手
当公

的
年
金
や
福
祉
手
当
な
ど

を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
ま

た
は
二
級
の
人

②
療
育
手
帳
に
重
度
障
害
児

（
者
）
福
祉
手
当
該
当
の
記

載
が
あ
る
人

◆
児
童
手
当

小
学
校
へ
就
学
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

◆
乳
児
家
庭
養
育
手
当

一
歳
未
満
の
乳
児
を
家
庭
で

養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当

母
子
家
庭
や
、
父
親
の
身
体

に
一
級
程
度
の
障
害
が
あ
る
家

庭
の
児
童
を
養
育
す
る
母
親
、

ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
す
る
人
に
、
児
童
が
十

八
歳
に
な
る
ま
で
支
給
（
遺
族

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給

で
き
る
と
き
は
非
該
当
）
さ
れ

ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

二
十
歳
未
満
で
、
一
級
ま
た

は
二
級
障
害
が
あ
る
子
を
在
宅

で
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

六
月
か
ら
進
め
て
い
た
福
祉
事
務
所

の
改
修
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。
受
付

の
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
化
を
は
じ
め

相
談
室
や
簡
易
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

な
ど
、
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

福
祉
手
当
制
度

オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
や

相
談
室
新
設 

オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
や

相
談
室
新
設 

福
祉
手
当
や

医
療
費
助
成 

ご利用 
ください 

福 祉 事 務 所 を 改 修
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け
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
オ
ー
プ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
。

事
務
所
内
に
相
談
室
を
新
設
し

た
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
な

ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
も
設
け
ま
し
た
。

ま
た
通
路
か
ら
事
務
所
内
が
よ

く
見
渡
せ
る
よ
う
、
自
動
ド
ア
の

間
口
を
広
げ
、
よ
り
入
り
や
す
い

雰
囲
気
と
な
っ
た
ほ
か
、
市
役
所

北
側
入
り
口
か
ら
事
務
所
入
り
口

ま
で
の
間
に
、
視
覚
障
害
者
用
の

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
の
介
護
保
険
制

度
や
平
成
十
五
年
度
の
障
害
者
支

援
費
制
度
の
導
入
、
児
童
手
当
や

乳
幼
児
医
療
費
の
対
象
年
齢
拡
充

な
ど
、
近
年
の
福
祉
政
策
拡
充
に

よ
り
、
福
祉
事
務
所
を
直
接
訪
れ

る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
受
付
業
務
の
円
滑

化
や
相
談
業
務
の
充
実
に
向
け
、

事
務
所
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

床
面
積
を
こ
れ
ま
で
よ
り
四
十

五
平
方
c

広
げ
百
六
十
五
平
方
c

と
し
た
ほ
か
、
数
人
を
同
時
に
受

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
三
級
か

つ
療
育
手
帳
に
重
症
心
身
障

害
児
（
者
）
福
祉
手
当
該
当

の
記
載
が
あ
る
人

※
こ
れ
ら
の
手
当
に
は
、
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
児
童
手

当
や
児
童
扶
養
手
当
を
現
在
受

給
し
て
い
て
、
ま
だ
現
況
届
を

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
場
合
、
支
給
が
止
ま
り

ま
す
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

満
二
十
歳
未
満
の
子
を
養
育

し
て
い
る
母
子
（
父
子
）
家
庭

の
母
（
父
）
お
よ
び
児
童
（
在

学
中
の
者
）、
ま
た
は
一
人
暮

ら
し
寡
婦
の
保
険
診
療
負
担
金

を
助
成
し
ま
す
。

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

一
〜
三
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
や
Ａ
〜
Ｂ
１
の
療
育
手
帳

持
っ
て
い
る
人
の
保
険
診
療

負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成

養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
三

人
以
上
の
場
合
は
小
学
校
就
学

前
ま
で
、
子
ど
も
が
二
人
ま
で

の
場
合
は
三
歳
未
満
ま
で
の
乳

幼
児
の
保
険
診
療
負
担
金
を
助

成
し
ま
す
。
所
得
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
児
童
歯
科
医
療
費
助
成

満
三
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
児
童
に
つ
い
て
、
歯
科

医
療
費
の
保
険
診
療
負
担
金
を

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
ほ
か

に
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　

福
祉
課
（
1
66
・
１
１
１
１
）

児
童
福
祉
係
＝
内
線
４
７
４

社
会
福
祉
係
＝
内
線
４
７
２

医
療
費
助
成
制
度
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社会福祉係（内線471～473） 
　　障害者福祉、支援費制度、生活保護、献血に関 
　　することなど 
高齢福祉係（内線481～484） 
　　介護保険や高齢福祉に関すること 
 

市役所福祉課（166・1111） 

問い合わせ先 

税務課 談話室 書庫 

生活 
環境課 中会議室 

池 

情報 
広報課 

会計課 

市民課 

行政 
資料室 

東側入り口 

正面 
入り口 

西側 
入り口 

北側 
入り口 

上水道課 

施設 
管理員室 

収入役室 

売店 

福祉課 

福祉事務所 
 

市役所１Ｆ平面図



人
が
参
加
し
ま
し

た
。両

市
村
で
出
さ
れ

た
質
問
か
ら
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

一
市
一
村
で
合
併

を
進
め
て
い
る
が

勝
山
市
と
合
併
し

な
い
の
は
、
ど
の

よ
う
な
事
情
に
よ

る
も
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
や
行
政
効
率

か
ら
二
市
一
村
で

の
合
併
を
理
想
と

考
え
、
勝
山
市
に

幾
度
か
話
を
持
ち

か
け
た
。

し
か
し
勝
山
市
長
は
時
期
尚

早
と
判
断
し
、
現
時
点
で
は
合

併
協
議
に
参
加
し
な
い
と
表
明

し
た
。
そ
の
た
め
和
泉
村
と
協

議
を
進
め
る
任
意
合
併
協
議
会

を
発
足
し
た
。
な
お
特
例
法
の

期
限
を
考
え
る
と
勝
山
市
も
含

め
た
合
併
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的

に
無
理
で
あ
る
。
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合
併
の
方
式
が
編
入
と
な
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

方
式
に
つ
い
て
は
、
任
意
合
併

協
議
会
で
協
議
を
重
ね
方
向
性

を
決
定
し
た
。
新
設
合
併
の
意

見
も
あ
っ
た
が
、
和
泉
村
の
人

口
規
模
や
財
政
規
模
な
ど
を
考

え
る
と
編
入
で
や
む
を
得
な
い

と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。

方
式
に
つ
い
て
は
編
入
合
併

と
し
た
が
、
協
議
は
対
等
の
立

場
で
行
う
。
法
定
協
議
会
で
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

単
独
で
や
っ
て
い
く
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
に
厳
し
い
の
か
。

財
政
面
か
ら
見
る
と
、
大
野
市

で
は
一
般
会
計
予
算
の
三
分
の

一
を
地
方
交
付
税
で
ま
か
な
っ

て
い
る
。
国
は
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
、
将
来
、
現
状
の
六
割

ま
で
減
額
す
る
と
し
て
い
る
。

合
併
し
た
場
合
は
特
例
法
に
よ

り
、
現
在
の
額
が
十
年
間
保
障

さ
れ
、
そ
の
後
五
年
間
で
段
階

的
に
減
ら
さ
れ
る
が
、
合
併
し

な
い
場
合
、
す
ぐ
に
減
額
さ
れ

る
た
め
早
急
に
厳
し
い
行
政
改

革
が
必
要
と
な
る
。

和
泉
村
は
地
方
交
付
税
に
頼
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
財
政
的
に
苦

八
月
一
日
、
有
終
会
館
で
大
野

市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
が

開
か
れ
、
両
市
村
で
十
回
ず
つ
開

催
さ
れ
た
住
民
説
明
会
の
状
況
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
は
、
大
野
市
で
は
七
月

十
二
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
、
和

泉
村
で
は
十
四
日
か
ら
二
十
九
日

に
か
け
て
開
催
。
大
野
市
で
二
百

七
十
五
人
、
和
泉
村
で
百
八
十
二

し
い
と
思
う
。
合
併
に
よ
る
効

果
で
は
和
泉
村
に
プ
ラ
ス
が
大

き
く
、
大
野
市
に
は
マ
イ
ナ
ス

が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
財

政
状
況
が
苦
し
い
、
貧
し
い
自

治
体
同
士
で
合
併
し
て
も
裕
福

に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

合
併
し
な
い
場
合
、
十
年
間
に

大
野
市
で
三
億
四
千
万
円
、
和

泉
村
で
八
億
五
千
万
円
と
、
両

市
村
で
十
一
億
九
千
万
の
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
る
。

し
か
し
合
併
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
件
費
の
削
減
や
管
理
経

費
の
削
減
で
約
二
十
一
億
円
、

さ
ら
に
は
特
例
債
以
外
の
財
政

支
援
で
約
七
億
円
が
見
込
め
る

な
ど
約
十
四
億
二
千
万
円
の
財

政
余
力
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
自
主
財
源
が
乏
し

い
自
治
体
に
国
か
ら
交
付
さ
れ

て
い
た
地
方
交
付
税
は
、
減
る

こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

経
費
削
減
に
努
め
住
民
の
負
担

を
増
や
し
た
と
し
て
も
、
現
在

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

こ
と
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
現
在
、
国
で
は
合
併
と

同
時
に
、
権
限
な
ど
を
地
方
へ

委
譲
す
る
地
方
分
権
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
地
方
分
権
に
対
応

し
た
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ

人
材
の
確
保
や
育
成
な
ど
の
観

点
か
ら
も
、
合
併
は
有
効
な
手

段
だ
と
考
え
て
い
る
。
大
野
市

と
和
泉
村
の
豊
富
な
自
然
資
源

な
ど
を
い
か
し
、
ど
ん
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
べ
き
か
な
ど
を
論
議
す
る
、

良
い
機
会
と
と
ら
え
て
い
る
。

任
意
合
併
協
議
会
で
は
、
こ
れ

ら
住
民
説
明
会
の
内
容
か
ら
「
合

併
に
関
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
な
ど
不
安
や
心
配
の
声
も
あ
っ

た
が
反
対
す
る
意
見
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
む
し
ろ
よ
り
具
体
的

な
将
来
像
を
求
め
る
声
が
多
い
」

と
判
断
し
、
さ
ら
に
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
協
議
が
可
能
と
な
る
法

定
協
議
会
設
置
に
向
け
、
両
市
村

の
議
会
へ
提
案
す
る
こ
と
を
全
会

一
致
で
了
承
し
ま
し
た
。

今
後
、
両
市
村
の
議
会
に
よ
る

議
決
が
得
ら
れ
た
場
合
に
、
法
定

協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
野
市
・
和
泉

村
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局
（

1
66
・
１
６
０
０
）

よ
り
具
体
的
な
協
議
に
向
け

法
定
協
議
会
の
設
置
提
案
へ

市町村合併住民説明会の様子 市町村合併住民説明会の様子 

市
や
県
が
、
大
野
市
内
に
整
備

し
た
公
共
施
設
な
ど
を
、
皆
さ
ん

に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
「
市
政
バ

ス
」
を
運
行
し
ま
す
。

コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、
市
長
に

よ
る
市
政
に
関
す
る
話
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時10

月
13
日
i
（
体
育
の
日
）
午

前
８
時
50
分
市
役
所
前
集
合

※
午
後
４
時
ご
ろ
終
了
予
定
・

雨
天
決
行

コ
ー
ス

六
呂
師
堆た
い

肥
セ
ン
タ

ー
・
ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前
・
武

家
屋
敷
旧
内
山
家
・
平
成
大
野

屋
・
フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン
大

野
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
下
水
処

理
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
予
定

対
象

団
体
行
動
に
支
障
の
な
い

市
民
（
小
学
４
年
生
以
上
）

定
員

先
着
80
人

（７）2003.9 広報おおの

現
在
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
十

六
年
度
を
推
進
期
間
と
す
る
第
四

次
行
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
市
民
に
開
か

れ
た
行
政
運
営
の
確
立
な
ど
に
向

け
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の

推
進
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
と
し

て
、
二
十
六
の
事
業
に
つ
い
て
統

廃
合
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務

の
民
間
委
託
や
、
健
康
保
養
施
設

「
あ
っ
宝
ん
ど
」
の
開
館
日
見
直

し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
、
約
六
千
二
百
万
円
の
費
用

参
加
費

８
０
０
円
（
昼
食
代
・

当
日
持
参
）

応
募
方
法

●
は
が
き
の
場
合

※
一
枚
で
複
数
人
の
申
し
込
み
可

（
参
加
希
望
者
全
員
に
つ
い
て

必
要
項
目
を
明
記
）

●
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
が
き
裏
面
と
同
内
容
を
電
子

メ
ー
ル
に
て
応
募

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

yam
abiko@

city.ono.fukui.jp

申
込
締
切
日

９
月
26
日
m
（
消
印
有
効
）

そ
の
他

参
加
決
定
者
に
は
別
途

通
知
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
４
４
１
）

事
務
事
業
の
見
直
し

約
七
千
五
百
万
円
の
費
用
削
減
効
果
な
ど 

第
四
次
行
政
改
革
の
推
進
状
況 

削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

秘
書
政
策
課
の
新
設
や
福
祉
課

の
統
合
、
農
政
課
の
設
置
な
ど
機

構
改
革
を
行
い
、
六
部
二
十
六
課

四
室
五
十
五
係
と
し
ま
し
た
。

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
職

員
数
の
適
正
管
理
を
行
っ
た
ほ
か

各
種
研
修
の
実
施
や
、
人
事
交
流

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
定
員
管
理

の
適
正
化
で
約
千
三
百
万
円
の
費

用
削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

対
応
に
向
け
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
拡

張
や
職
員
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配
備
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
例
規
集
を
電

子
デ
ー
タ
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
可
能
と
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
予
算
説
明
書
を
作
成

し
全
戸
へ
配
付
し
ま
し
た
。

市
税
の
公
平
・
適
正
な
賦
課
に

向
け
た
新
家
屋
評
価
シ
ス
テ
ム
・

法
人
市
民
税
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

各
種
負
担
金
や
公
共
施
設
の
使
用

料
、
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
で
進
め
て
い
る
一
般
廃
棄

物
処
理
事
務
の
生
活
環
境
影
響
調

査
や
、
大
野
地
区
消
防
組
合
と
勝

山
市
消
防
署
に
よ
る
合
同
消
防
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
大
野
市
・
和
泉
村
任

意
合
併
協
議
会
を
設
立
し
、
協
議

を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
成
果
を
踏
ま
え
、
課
題

や
問
題
を
整
理
。
地
方
分
権
を
進

め
る
法
律
な
ど
の
動
き
を
把
握
し

な
が
ら
計
画
内
容
の
見
直
し
を
行

い
、
目
的
達
成
に
向
け
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
０
）

市政バス 
参加者募集 
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・
氏
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・
年
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・
電
話
番
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大
野
市
天
神
町
一
―
一 

 

大
野
市
役
所 

 

　
　
情
報
広
報
課
行 

 

　
市
政
バ
ス
参
加
希
望 

　
　
　
　
　  

（
朱
書
き
） 

〒912-8666

組
織
・
機
構
の
見
直
し

情
報
通
信
技
術
等
に
よ
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
向
上
と
情
報
公
開
の
推
進

行
財
政
の
健
全
化
推
進

定
員
管
理
の
適
正
化

人
材
の
育
成
・
確
保

広
域
行
政
の
推
進

今
後
の
取
り
組
み

運行業務を民間委託

全戸配付した予算説明書

市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
の
報
告
な
ど

《
第
７
回
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
》



市
や
県
が
、
大
野
市
内
に
整
備

し
た
公
共
施
設
な
ど
を
、
皆
さ
ん

に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
「
市
政
バ

ス
」
を
運
行
し
ま
す
。

コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、
市
長
に

よ
る
市
政
に
関
す
る
話
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時10

月
13
日
i
（
体
育
の
日
）
午

前
８
時
50
分
市
役
所
前
集
合

※
午
後
４
時
ご
ろ
終
了
予
定
・

雨
天
決
行

コ
ー
ス

六
呂
師
堆た
い

肥
セ
ン
タ

ー
・
ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前
・
武

家
屋
敷
旧
内
山
家
・
平
成
大
野

屋
・
フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン
大

野
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
下
水
処

理
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
予
定

対
象

団
体
行
動
に
支
障
の
な
い

市
民
（
小
学
４
年
生
以
上
）

定
員

先
着
80
人

（７）2003.9  広報おおの

現
在
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
十

六
年
度
を
推
進
期
間
と
す
る
第
四

次
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2003.9  広報おおの（８）

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）

2003.９ №174

も
の
。
除
湿
（
ド
ラ
イ
）
機
能
な

ど
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

暑
い
と
き
、
浴
槽
に
つ
か
ら
ず

に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
だ
け
で
入

浴
を
済
ま
せ
る
と
い
う
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
人
に
は
、
ぬ
る
め
の
お

湯
に
ゆ
っ
く
り
と
つ
か
る
半
身
浴

を
お
勧
め
し
ま
す
。

胸
か
ら
下
を
、
体
温
よ
り
も
少

し
高
い
程
度
の
お
湯
に
つ
け
て
二

〇
〜
三
〇
分
間
。
こ
の
半
身
浴
に

は
、
心
臓
へ
の
負
担
が
少
な
く
、

体
を
し
ん
か
ら
温
め
る
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
入
浴
剤
な

ど
を
使
っ
て
香
り
を
楽
し
み
な
が

ら
入
る
の
も
効
果
的
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
筋
肉
に
た

ま
っ
た
疲
労
物
質
の
分
解
を
助
け

て
く
れ
る
栄
養
素
で
す
。
豚
肉
や

ゴ
マ
、
落
花
生
や
大
豆
な
ど
に
多

く
含
ま
れ
、
成
人
で
一
日
に
約
一

a
f

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
ニ
ン

ニ
ク
や
ニ
ラ
、
玉
ネ
ギ
な
ど
に
含

ま
れ
る
栄
養
素
「
ア
リ
シ
ン
」
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
体
へ
の
吸
収
が

よ
く
な
り
ま
す
。

食
材
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、

よ
り
素
早
く
疲
労
回
復
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

汗
を
か
い
た
後
、
冷
た
い
飲
み

物
の
が
ぶ
飲
み
を
繰
り
返
し
て
い

る
と
、
胃
腸
の
働
き
が
弱
っ
て
栄

養
を
う
ま
く
吸
収
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
状
況
に
合
わ
せ
た
適
度
の

水
分
補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
運
動
は
、
体
を
目
覚
め

さ
せ
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
疲

れ
に
打
ち
勝
つ
体
力
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

健
康
体
操
や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
な
ど

に
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
（
日
程

は
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
）。

ま
た
水
の
抵
抗
と
浮
力
が
作
用

し
、
腰
や
ひ
ざ
な
ど
へ
の
負
担
が

少
な
く
運
動
効
果
の
高
い
水
中
運

動
も
お
勧
め
。
健
康
保
養
施
設

「
あ
っ
宝
ん
ど
」
の
プ
ー
ル
な
ど

を
利
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

適
度
に
体
を
動
か
し
、
体
力
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

夏
の
疲
れ
を
い
や
す
の
は
、
日

常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
か

ら
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

水
分
補
給
は
適
度
に

夏の疲れをいやそう！

～ちょっと気になる健康料理～
牛肉の薬味おろし添え

（エネルギー：155㌔㌍　塩分：0.9㌘）
赤身の肉に多く含まれる鉄分。ビタミンＣの豊富な

レモンや大根おろしなどと合わせて取ることにより、
さらに吸収が良くなります。貧血予防にどうぞ。
①牛肉を一口大に切る。小ネギを小口切りにする。
ショウガはおろして、青シソは千切りに、レモンは
八等分に切る
②牛肉を沸騰した湯にさっとくぐらせ冷ましておく
③ダイコンをすりおろしてザルにあげ、軽く汁気を切
る。小ネギ、ショウガ、青シソと混ぜ合わせる
④器に牛肉とレモンを盛り付け、③の薬味おろしを乗
せる。最後にしょうゆを垂らしてできあがり

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
夏
が
終
わ
っ
た

と
感
じ
る
九
月
。
で
も
厳
し
い
残
暑
な
ど
か
ら
、
な
ん
と
な
く

疲
れ
を
感
じ
る
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
る
い
・
疲
れ
や
す
い
・
や
る
気
が
出
な
い
、
な
ど
の
症
状
を

自
覚
す
る
人
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
夏
の
疲
れ
を
上
手

に
い
や
し
、
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
で
疲
労
を
分
解

適
度
な
運
動
で
体
力
を

材料（４人分）
牛もも薄切り肉・・280㌘
ダイコン・・・・・240㌘
小ネギ・・・・・・20㌘
青シソ・・・・・・4枚
ショウガ・・・・・10㌘
レモン・・・・・・1／2個
しょうゆ・・・・・小さじ1ずつ

体
の
疲
れ
を
取
る
最
も
効
果
的

な
方
法
の
一
つ
が
睡
眠
。
暑
さ
で

寝
苦
し
い
夜
は
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

を
上
手
に
使
っ
て
快
適
な
眠
り
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

寝
て
い
る
と
き
は
、
体
温
が
下

が
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
温
度
は

二
五
〜
二
八
度
ぐ
ら
い
に
設
定
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
寝
冷
え
を
防
ぐ

た
め
一
〜
二
時
間
で
切
れ
る
タ
イ

マ
ー
運
転
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

部
屋
の
湿
度
を
下
げ
る
だ
け
で

も
ず
い
ぶ
ん
と
快
適
に
過
ご
せ
る

疲
労
回
復
は
快
適
な
眠
り
か
ら

半
身
浴
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
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心当たりのない請求書に注意！

最
近
、
電
報
や
は
が
き
、
封
書
な
ど
で
『
使
っ
た

覚
え
の
な
い
請
求
が
届
く
』
と
い
う
相
談
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
文
章
が
脅
迫
め
い
た
内
容
で
書
か
れ
て

い
る
た
め
、
ま
っ
た
く
心
当
た
り
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
怖
く
て
支
払
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
消
費
者
金
融
な
ど

を
利
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
債

権
者
か
ら
本
人
へ
、
別
の
業
者
に

債
権
を
譲
渡
し
た
と
い
う
通
知
が

な
い
場
合
、
請
求
を
行
っ
て
き
た

債
権
回
収
業
者
な
ど
へ
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

業
者
に
連
絡
を
取
ら
な
い

こ
の
よ
う
な
不
審
な
請
求
は
、

何
か
の
名
簿
な
ど
を
も
と
に
し
て

送
り
付
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

文
面
や
支
払
金
額
、
振
込
先
な

ど
を
、
も
っ
と
も
ら
し
く
書
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
受
け
取
っ
た
人
が

不
安
に
な
り
、
払
い
込
む
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
請
求
が

届
い
て
も
、
絶
対
に
連
絡
を
取
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
た
結

果
、
年
齢
や
家
族
、
勤
務
先
や
携

帯
電
話
の
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る

以
上
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
郵
送

の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
請
求
が
、

電
話
な
ど
別
の
手
段
を
使
っ
て
く

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

絶
対
に
連
絡
を
取
ら
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
祝
電
で
届
い
た
債
権
の
請
求
】

ま
っ
た
く
聞
い
た
こ
と
の
な
い

金
融
機
関
か
ら
祝
電
が
届
い
た
。

開
け
て
み
る
と
借
金
の
支
払
請
求

の
通
知
だ
っ
た
。

文
面
に
は
「
ほ
か
の
金
融
機
関

か
ら
債
権
の
譲
渡
を
受
け
て
請
求

す
る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
強
制
執

行
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

【
使
っ
た
覚
え
の
な
い
請
求

有
料
電
話
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
】

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
使
用
料

金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
」
と
、

債
権
回
収
業
を
名
乗
る
業
者
か
ら

は
が
き
で
請
求
が
き
た
。

「
明
日
ま
で
に
指
定
口
座
に
振

り
込
ま
な
い
と
自
宅
に
伺
う
、
周

囲
に
迷
惑
が
か
か
る
」
な
ど
と
怖

い
文
面
で
書
か
れ
て
い
た
。

【
覚
え
の
な
い
借
金
の
請
求
】

ぬ
い
ぐ
る
み
付
き
の
電
報
が
届

い
た
の
で
開
け
て
み
た
ら
、
借
金

の
支
払
い
請
求
通
知
だ
っ
た
。

金
額
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
「
携

主
な
相
談
事
例

帯
電
話
に
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と

な
っ
て
い
る
。

「
身
に
覚
え
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
必
ず
回
収
す
る
。
家
族
や
親

戚
か
ら
も
回
収
す
る
」
な
ど
と
書

か
れ
て
い
て
怖
い
。

確
か
に
現
在
、
消
費
者
金
融
か

ら
の
借
金
は
あ
る
が
、
毎
月
滞
り

な
く
返
済
し
て
い
る
。

不
安
が
あ
る
場
合
は

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を

届
い
た
請
求
に
つ
い
て
「
正
当

な
も
の
か
」
な
ど
と
不
安
が
あ
る

場
合
に
は
、
ま
ず
消
費
者
相
談
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
「
断
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
し
つ
こ
く
請
求
さ
れ
る
」

「
深
夜
や
早
朝
な
ど
非
常
識
な
時

間
帯
に
、
何
度
も
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

業
者
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

電
報
や
は
が
き
、
封
書
な
ど
は
セ

ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
き
の
資
料

や
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
際
の

証
拠
と
な
り
ま
す
。
保
管
し
て
お

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

心
当
た
り
が
な
け
れ
ば

支
払
わ
な
い

請
求
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、

心
当
た
り
が
な
い
場
合
、
一
切
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ド
バ
イ
ス
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も
の
。
除
湿
（
ド
ラ
イ
）
機
能
な

ど
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

暑
い
と
き
、
浴
槽
に
つ
か
ら
ず

に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
だ
け
で
入

浴
を
済
ま
せ
る
と
い
う
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
人
に
は
、
ぬ
る
め
の
お

湯
に
ゆ
っ
く
り
と
つ
か
る
半
身
浴

を
お
勧
め
し
ま
す
。

胸
か
ら
下
を
、
体
温
よ
り
も
少

し
高
い
程
度
の
お
湯
に
つ
け
て
二

〇
〜
三
〇
分
間
。
こ
の
半
身
浴
に

は
、
心
臓
へ
の
負
担
が
少
な
く
、

体
を
し
ん
か
ら
温
め
る
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
入
浴
剤
な

ど
を
使
っ
て
香
り
を
楽
し
み
な
が

ら
入
る
の
も
効
果
的
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
筋
肉
に
た

ま
っ
た
疲
労
物
質
の
分
解
を
助
け

て
く
れ
る
栄
養
素
で
す
。
豚
肉
や

ゴ
マ
、
落
花
生
や
大
豆
な
ど
に
多

く
含
ま
れ
、
成
人
で
一
日
に
約
一

a
f

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
ニ
ン

ニ
ク
や
ニ
ラ
、
玉
ネ
ギ
な
ど
に
含

ま
れ
る
栄
養
素
「
ア
リ
シ
ン
」
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
体
へ
の
吸
収
が

よ
く
な
り
ま
す
。

食
材
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、

よ
り
素
早
く
疲
労
回
復
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

汗
を
か
い
た
後
、
冷
た
い
飲
み

物
の
が
ぶ
飲
み
を
繰
り
返
し
て
い

る
と
、
胃
腸
の
働
き
が
弱
っ
て
栄

養
を
う
ま
く
吸
収
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
状
況
に
合
わ
せ
た
適
度
の

水
分
補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
運
動
は
、
体
を
目
覚
め

さ
せ
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
疲

れ
に
打
ち
勝
つ
体
力
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

健
康
体
操
や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
な
ど

に
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
（
日
程

は
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
）。

ま
た
水
の
抵
抗
と
浮
力
が
作
用

し
、
腰
や
ひ
ざ
な
ど
へ
の
負
担
が

少
な
く
運
動
効
果
の
高
い
水
中
運

動
も
お
勧
め
。
健
康
保
養
施
設

「
あ
っ
宝
ん
ど
」
の
プ
ー
ル
な
ど

を
利
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

適
度
に
体
を
動
か
し
、
体
力
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

夏
の
疲
れ
を
い
や
す
の
は
、
日

常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
か

ら
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

水
分
補
給
は
適
度
に

夏の疲れをいやそう！

～ちょっと気になる健康料理～
牛肉の薬味おろし添え

（エネルギー：155㌔㌍　塩分：0.9㌘）
赤身の肉に多く含まれる鉄分。ビタミンＣの豊富な
レモンや大根おろしなどと合わせて取ることにより、
さらに吸収が良くなります。貧血予防にどうぞ。
①牛肉を一口大に切る。小ネギを小口切りにする。
ショウガはおろして、青シソは千切りに、レモンは
八等分に切る
②牛肉を沸騰した湯にさっとくぐらせ冷ましておく
③ダイコンをすりおろしてザルにあげ、軽く汁気を切
る。小ネギ、ショウガ、青シソと混ぜ合わせる
④器に牛肉とレモンを盛り付け、③の薬味おろしを乗
せる。最後にしょうゆを垂らしてできあがり

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）
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心当たりのない請求書に注意！

最
近
、
電
報
や
は
が
き
、
封
書
な
ど
で
『
使
っ
た

覚
え
の
な
い
請
求
が
届
く
』
と
い
う
相
談
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
文
章
が
脅
迫
め
い
た
内
容
で
書
か
れ
て

い
る
た
め
、
ま
っ
た
く
心
当
た
り
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
怖
く
て
支
払
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
消
費
者
金
融
な
ど

を
利
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
債

権
者
か
ら
本
人
へ
、
別
の
業
者
に

債
権
を
譲
渡
し
た
と
い
う
通
知
が

な
い
場
合
、
請
求
を
行
っ
て
き
た

債
権
回
収
業
者
な
ど
へ
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

業
者
に
連
絡
を
取
ら
な
い

こ
の
よ
う
な
不
審
な
請
求
は
、

何
か
の
名
簿
な
ど
を
も
と
に
し
て

送
り
付
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

文
面
や
支
払
金
額
、
振
込
先
な

ど
を
、
も
っ
と
も
ら
し
く
書
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
受
け
取
っ
た
人
が

不
安
に
な
り
、
払
い
込
む
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
請
求
が

届
い
て
も
、
絶
対
に
連
絡
を
取
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
た
結

果
、
年
齢
や
家
族
、
勤
務
先
や
携

帯
電
話
の
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る

以
上
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
郵
送

の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
請
求
が
、

電
話
な
ど
別
の
手
段
を
使
っ
て
く

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

絶
対
に
連
絡
を
取
ら
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
祝
電
で
届
い
た
債
権
の
請
求
】

ま
っ
た
く
聞
い
た
こ
と
の
な
い

金
融
機
関
か
ら
祝
電
が
届
い
た
。

開
け
て
み
る
と
借
金
の
支
払
請
求

の
通
知
だ
っ
た
。

文
面
に
は
「
ほ
か
の
金
融
機
関

か
ら
債
権
の
譲
渡
を
受
け
て
請
求

す
る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
強
制
執

行
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

【
使
っ
た
覚
え
の
な
い
請
求

有
料
電
話
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
】

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
使
用
料

金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
」
と
、

債
権
回
収
業
を
名
乗
る
業
者
か
ら

は
が
き
で
請
求
が
き
た
。

「
明
日
ま
で
に
指
定
口
座
に
振

り
込
ま
な
い
と
自
宅
に
伺
う
、
周

囲
に
迷
惑
が
か
か
る
」
な
ど
と
怖

い
文
面
で
書
か
れ
て
い
た
。

【
覚
え
の
な
い
借
金
の
請
求
】

ぬ
い
ぐ
る
み
付
き
の
電
報
が
届

い
た
の
で
開
け
て
み
た
ら
、
借
金

の
支
払
い
請
求
通
知
だ
っ
た
。

金
額
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
「
携

主
な
相
談
事
例

帯
電
話
に
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と

な
っ
て
い
る
。

「
身
に
覚
え
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
必
ず
回
収
す
る
。
家
族
や
親

戚
か
ら
も
回
収
す
る
」
な
ど
と
書

か
れ
て
い
て
怖
い
。

確
か
に
現
在
、
消
費
者
金
融
か

ら
の
借
金
は
あ
る
が
、
毎
月
滞
り

な
く
返
済
し
て
い
る
。

不
安
が
あ
る
場
合
は

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を

届
い
た
請
求
に
つ
い
て
「
正
当

な
も
の
か
」
な
ど
と
不
安
が
あ
る

場
合
に
は
、
ま
ず
消
費
者
相
談
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
「
断
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
し
つ
こ
く
請
求
さ
れ
る
」

「
深
夜
や
早
朝
な
ど
非
常
識
な
時

間
帯
に
、
何
度
も
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

業
者
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

電
報
や
は
が
き
、
封
書
な
ど
は
セ

ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
き
の
資
料

や
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
際
の

証
拠
と
な
り
ま
す
。
保
管
し
て
お

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

心
当
た
り
が
な
け
れ
ば

支
払
わ
な
い

請
求
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、

心
当
た
り
が
な
い
場
合
、
一
切
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ド
バ
イ
ス



去
年
、
家
を
壊
し
て
更
地
に
し

た
と
こ
ろ
、
土
地
の
税
金
（
固
定

資
産
税
）
が
急
に
高
く
な
り
ま
し

た
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

住
宅
用
地
に
は
、
固
定
資
産
税

の
負
担
が
軽
く
な
る
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。
二
百
平
方
c

ま
で
の

部
分
に
対
し
て
は
、
税
額
が
六
分

の
一
に
、
二
百
平
方
c

を
超
す
部

分
で
は
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

こ
の
特
例
は
一
月
一
日
現
在
、

実
際
に
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地

に
限
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
住
宅
を
壊
す
と
特

例
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
税
額

が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
年
前
に
住
宅
を
新
築
し
た
の

で
す
が
、
今
年
か
ら
急
に
固
定
資

産
税
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
。

新
築
住
宅
の
場
合
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
家
屋

に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
負
担
が

軽
く
な
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
措
置
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
原

則
三
年
間
で
、
百
二
十
平
方
c

ま

で
の
居
住
に
使
う
部
分
に
対
し
、

税
額
が
二
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

新
築
し
て
四
年
目
の
住
宅
の
場

合
、
措
置
を
受
け
ら
れ
る
期
間
が

終
わ
り
、
本
来
の
税
額
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
昨
年
度
と
比
べ
、
固

定
資
産
税
の
額
が
高
く
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

※
三
階
建
て
以
上
の
耐
火
住
宅
な

ど
で
は
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
る

期
間
が
五
年
間
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税

係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４

２
６
）
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七
月
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

Ｖ
Ｉ
Ｏ
の
一
角
に
オ
ー
プ
ン
し
た

子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
。
ち
っ
く
た

っ
く
は
、
こ
の
ひ
ろ
ば
の
管
理
・

運
営
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
保
育
士
の
資
格
を

持
つ
人
な
ど
七
人
。
子
育
て
に
関

す
る
相
談
の
受
け
付
け
や
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
親
子
関
係
を
時
計
の
針
に
例

え
て
グ
ル
ー
プ
名
と
し
ま
し
た
。

運
営
で
は
気
軽
に
入
れ
る
明
る
い

雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
子
育
て
に
頑
張
っ
て

い
る
お
母
さ
ん
が
、
買
い
物
途
中

に
立
ち
寄
り
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い

て
く
つ
ろ
げ
る
。
そ
ん
な
場
所
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

会
長
の
古
瀬
眞
沙
子
さ
ん
。

ま
ず
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
八
月
に
は

高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
招
い

（１０）

ちっくたっく

て
「
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん

と
遊
ぼ
う
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

今
後
は
経
験
豊
富
な
お
母
さ
ん
か

ら
体
験
談
な
ど
を
聞
く
「
子
育
て

塾
」
や
、
保
育
研
究
家
に
よ
る
講

演
会
を
予
定
。
育
児
書
や
雑
誌
な

ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書
か

れ
て
い
な
い
生
の
声
か

ら
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
に
合
っ
た
子
育
て
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

「
利
用
し
て
く
れ
る
人

か
ら
い
ろ
ん
な
話
を
聞
い

て
、
も
っ
と
内
容
を
充
実

し
て
い
き
た
い
」「
こ
の

場
で
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ

い
が
、
親
子
が
一
緒
に
成

長
す
る
と
き
の
手
助
け
に

な
る
と
う
れ
し
い
」
と
、

張
り
切
る
メ
ン
バ
ー
。

「
子
育
て
の
悩
み
や
不

安
は
、
親
な
ら
だ
れ
で
も

感
じ
る
も
の
。
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
気
軽
に
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
、
全
員
が
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
開
設
時
間
は

Ｖ
Ｉ
Ｏ
営
業
日
の
午
前
十
時
〜
午

後
七
時
三
十
分
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

”
交
流
ひ
ろ
ば
”
で
子
育
て
応
援

今月のスナップ

七間通り「和のあかり」

税金Ｑ＆Ａ
その③

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（166・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

0%

50%

100%

軽減分

固定
資産税

1年目 2年目 3年目 4年目
以降

乾
側
小
学
校
で
は
、

日
ご
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
機
会
を
増
や

そ
う
と
、
週
二
回
、
全

学
年
が
一
緒
に
運
動
す

る
「
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

一
〜
六
年
生
が
赤
・
青
・
黄
・

白
と
四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
で
対
戦
。
勝
敗

に
よ
っ
て
点
数
を
つ
け
、
種
目
ご

と
に
順
位
を
決
め
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営

な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
乾
側

ス
ポ
ー
ツ
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

四
〜
六
年
生
の
五
人
が
月
一
回
、

種
目
や
ル
ー
ル
、
対
戦
方
法
な
ど

を
検
討
。
み
ん
な
が
楽
し
く
参
加

で
き
る
よ
う
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
い
ま
す
。

一
学
期
は
、
長
短
二
つ
の
コ
ー

ス
を
使
っ
た
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
一
・
二
年
生
は
内
回
り
の
短

い
コ
ー
ス
を
、
三
〜
六
年
生
は
外

2003.9  広報おおの （１1）

1111111111111111111111111111111111111111111

回
り
の
長
い
コ
ー
ス
を
走
る
ル
ー

ル
で
、
学
年
に
応
じ
て
ハ
ン
デ
ィ

を
つ
け
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
高
学
年

が
中
心
に
な
り
、
バ
ト
ン
の
受
け

渡
し
や
コ
ー
ナ
ー
の
曲
が
り
方
な

ど
を
練
習
。
本
番
で
は
一
・
二
年

生
が
三
〜
六
年
生
を
追
い
抜
く
場

面
も
あ
り
、
手
に
汗
を
握
る
レ
ー

ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
十
月
に
は
、
安
全
性
を
考

え
、
ゴ
ム
の
ボ
ー
ル
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
バ
ッ
ト
を
使
っ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
企
画
。
さ
ら
に
全
員
が

バ
ッ
タ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
一
・
二
年
生
は
ボ
ー
ル
を
固

定
す
る
台
を
使
う
そ
う
で
す
。

次
は
ど
ん
な
種
目
に
挑
戦
し
よ

う
か
！
み
ん
な
意
欲
満
々
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

スポーツでみんな仲良く

乾側小学校

市内在住起橋
おきはし

さんの二作目。自
らの子育て体験や小学校教諭の経
験から見聞きしたことなどから書
かれた作品です。
この世に生きるすべての人が子

育てにかかわっていて大人になっ
たつもりの人でも、今なお子育て
されている、子育ては一生続く大
切な仕事である、と述べる著者。
子育ての大切さや人が生きるこ

との尊さなどを理解し、互いに生
きる、ともに生きることの重みを
分かち合いたいという思いが込め

～あなたは子育てする人、される人～
『ともに生きよう』

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
最
新
の

登
山
レ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
そ
の

月
の
花
や
風
景
、
山
で
出
会
っ
た

人
た
ち
の
写
真
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
登
山
を
繰
り
返
す
中
で
、
人

は
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
し
み
じ
み
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
に
立

ち
向
か
う
の
で
は
な
く
機
嫌
が
良

い
と
き
に
遊
ば
せ
て
も
ら
う
。
山

登
り
に
は
、
そ
う
い
う
謙
虚
な
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。
当
面
の
目
標
は
百

回
を
達
成
す
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
気
を
付
け
て
頑
張
り
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

http://osingaku.hp.infosee
k.co.jp/

で
す
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono.fukui. jp

高
松
さ
ん
は
平
成
十
年
一
月
か

ら
、
月
に
一
度
の
荒
島
岳
登
山
を

休
む
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

「
本
格
的
に
登
山
を
始
め
た
の

は
七
年
ぐ
ら
い
前
、
北
ア
ル
プ
ス

の
西
穂
高
岳
に
登
っ
た
の
が
最
初

で
し
た
。
途
中
は
苦
し
く
て
、
景

色
を
楽
し
む
余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
頂
上
に
着
い
た
と

き
の
何
と
も
い
え
な
い
充
実
感
が

月
一
度
荒
島
岳
を
登
り
続
け
て
五
年
半

高
松
　
誠
さ
ん
（
51
歳
・
矢
）

忘
れ
ら
れ
ず
、
す
ぐ
に
次
の
山
へ

挑
戦
し
た
く
な
り
ま
し
た
」

そ
れ
以
来
す
っ
か
り
山
に
魅
せ

ら
れ
、
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
全

国
各
地
の
山
々
を
踏
破
。
経
ヶ
岳

や
銀げ

杏な
ん

峰ぽ

な
ど
地
元
の
山
々
は
、

も
う
何
度
登
っ
た
か
分
か
ら
な
い

ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

「
あ
る
時
、
雑
誌
で
百
三
十
カ

月
連
続
し
て
富
士
山
に
登
っ
て
い

る
人
の
記
事
を
見
か
け
、
身
近
に

あ
る
荒
島
岳
で
自
分
も
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
毎
月
登

る
よ
う
に
な
っ
て
、
季
節
ご
と
に

表
情
を
変
え
る
ブ
ナ
林
を
は
じ
め

四
季
折
々
の
高
山
植
物
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
」

平
成
十
三
年
、
そ
の
山
の
魅
力

を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
と

起橋英子　朱鳥社刊
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去
年
、
家
を
壊
し
て
更
地
に
し

た
と
こ
ろ
、
土
地
の
税
金
（
固
定

資
産
税
）
が
急
に
高
く
な
り
ま
し

た
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

住
宅
用
地
に
は
、
固
定
資
産
税

の
負
担
が
軽
く
な
る
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。
二
百
平
方
c

ま
で
の

部
分
に
対
し
て
は
、
税
額
が
六
分

の
一
に
、
二
百
平
方
c

を
超
す
部

分
で
は
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

こ
の
特
例
は
一
月
一
日
現
在
、

実
際
に
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地

に
限
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
住
宅
を
壊
す
と
特

例
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
税
額

が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
年
前
に
住
宅
を
新
築
し
た
の

で
す
が
、
今
年
か
ら
急
に
固
定
資

産
税
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
ど
う

し
て
で
し
ょ
う
か
。

新
築
住
宅
の
場
合
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
家
屋

に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
負
担
が

軽
く
な
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
措
置
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
原

則
三
年
間
で
、
百
二
十
平
方
c

ま

で
の
居
住
に
使
う
部
分
に
対
し
、

税
額
が
二
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

新
築
し
て
四
年
目
の
住
宅
の
場

合
、
措
置
を
受
け
ら
れ
る
期
間
が

終
わ
り
、
本
来
の
税
額
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
昨
年
度
と
比
べ
、
固

定
資
産
税
の
額
が
高
く
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

※
三
階
建
て
以
上
の
耐
火
住
宅
な

ど
で
は
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
る

期
間
が
五
年
間
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税

係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４

２
６
）

2003.9  広報おおの

七
月
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

Ｖ
Ｉ
Ｏ
の
一
角
に
オ
ー
プ
ン
し
た

子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
。
ち
っ
く
た

っ
く
は
、
こ
の
ひ
ろ
ば
の
管
理
・

運
営
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
保
育
士
の
資
格
を

持
つ
人
な
ど
七
人
。
子
育
て
に
関

す
る
相
談
の
受
け
付
け
や
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
親
子
関
係
を
時
計
の
針
に
例

え
て
グ
ル
ー
プ
名
と
し
ま
し
た
。

運
営
で
は
気
軽
に
入
れ
る
明
る
い

雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
子
育
て
に
頑
張
っ
て

い
る
お
母
さ
ん
が
、
買
い
物
途
中

に
立
ち
寄
り
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い

て
く
つ
ろ
げ
る
。
そ
ん
な
場
所
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

会
長
の
古
瀬
眞
沙
子
さ
ん
。

ま
ず
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
八
月
に
は

高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
招
い

（１０）

ちっくたっく

て
「
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん

と
遊
ぼ
う
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

今
後
は
経
験
豊
富
な
お
母
さ
ん
か

ら
体
験
談
な
ど
を
聞
く
「
子
育
て

塾
」
や
、
保
育
研
究
家
に
よ
る
講

演
会
を
予
定
。
育
児
書
や
雑
誌
な

ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書
か

れ
て
い
な
い
生
の
声
か

ら
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
に
合
っ
た
子
育
て
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

「
利
用
し
て
く
れ
る
人

か
ら
い
ろ
ん
な
話
を
聞
い

て
、
も
っ
と
内
容
を
充
実

し
て
い
き
た
い
」「
こ
の

場
で
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ

い
が
、
親
子
が
一
緒
に
成

長
す
る
と
き
の
手
助
け
に

な
る
と
う
れ
し
い
」
と
、

張
り
切
る
メ
ン
バ
ー
。

「
子
育
て
の
悩
み
や
不

安
は
、
親
な
ら
だ
れ
で
も

感
じ
る
も
の
。
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
気
軽
に
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
、
全
員
が
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
開
設
時
間
は

Ｖ
Ｉ
Ｏ
営
業
日
の
午
前
十
時
〜
午

後
七
時
三
十
分
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

”
交
流
ひ
ろ
ば
”
で
子
育
て
応
援

今月のスナップ

七間通り「和のあかり」

税金Ｑ＆Ａ
その③

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（166・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

0%

50%

100%

軽減分

固定
資産税

1年目 2年目 3年目 4年目
以降

乾
側
小
学
校
で
は
、

日
ご
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
機
会
を
増
や

そ
う
と
、
週
二
回
、
全

学
年
が
一
緒
に
運
動
す

る
「
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

一
〜
六
年
生
が
赤
・
青
・
黄
・

白
と
四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
で
対
戦
。
勝
敗

に
よ
っ
て
点
数
を
つ
け
、
種
目
ご

と
に
順
位
を
決
め
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営

な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
乾
側

ス
ポ
ー
ツ
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

四
〜
六
年
生
の
五
人
が
月
一
回
、

種
目
や
ル
ー
ル
、
対
戦
方
法
な
ど

を
検
討
。
み
ん
な
が
楽
し
く
参
加

で
き
る
よ
う
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
い
ま
す
。

一
学
期
は
、
長
短
二
つ
の
コ
ー

ス
を
使
っ
た
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
一
・
二
年
生
は
内
回
り
の
短

い
コ
ー
ス
を
、
三
〜
六
年
生
は
外
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回
り
の
長
い
コ
ー
ス
を
走
る
ル
ー

ル
で
、
学
年
に
応
じ
て
ハ
ン
デ
ィ

を
つ
け
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
高
学
年

が
中
心
に
な
り
、
バ
ト
ン
の
受
け

渡
し
や
コ
ー
ナ
ー
の
曲
が
り
方
な

ど
を
練
習
。
本
番
で
は
一
・
二
年

生
が
三
〜
六
年
生
を
追
い
抜
く
場

面
も
あ
り
、
手
に
汗
を
握
る
レ
ー

ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
十
月
に
は
、
安
全
性
を
考

え
、
ゴ
ム
の
ボ
ー
ル
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
バ
ッ
ト
を
使
っ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
企
画
。
さ
ら
に
全
員
が

バ
ッ
タ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
一
・
二
年
生
は
ボ
ー
ル
を
固

定
す
る
台
を
使
う
そ
う
で
す
。

次
は
ど
ん
な
種
目
に
挑
戦
し
よ

う
か
！
み
ん
な
意
欲
満
々
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

スポーツでみんな仲良く

乾側小学校

市内在住起橋
おきはし

さんの二作目。自
らの子育て体験や小学校教諭の経
験から見聞きしたことなどから書
かれた作品です。
この世に生きるすべての人が子

育てにかかわっていて大人になっ
たつもりの人でも、今なお子育て
されている、子育ては一生続く大
切な仕事である、と述べる著者。
子育ての大切さや人が生きるこ

との尊さなどを理解し、互いに生
きる、ともに生きることの重みを
分かち合いたいという思いが込め

～あなたは子育てする人、される人～
『ともに生きよう』

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
最
新
の

登
山
レ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
そ
の

月
の
花
や
風
景
、
山
で
出
会
っ
た

人
た
ち
の
写
真
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
登
山
を
繰
り
返
す
中
で
、
人

は
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
し
み
じ
み
と
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
に
立

ち
向
か
う
の
で
は
な
く
機
嫌
が
良

い
と
き
に
遊
ば
せ
て
も
ら
う
。
山

登
り
に
は
、
そ
う
い
う
謙
虚
な
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。
当
面
の
目
標
は
百

回
を
達
成
す
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
気
を
付
け
て
頑
張
り
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

http://osingaku.hp.infosee
k.co.jp/

で
す
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono.fukui. jp

高
松
さ
ん
は
平
成
十
年
一
月
か

ら
、
月
に
一
度
の
荒
島
岳
登
山
を

休
む
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

「
本
格
的
に
登
山
を
始
め
た
の

は
七
年
ぐ
ら
い
前
、
北
ア
ル
プ
ス

の
西
穂
高
岳
に
登
っ
た
の
が
最
初

で
し
た
。
途
中
は
苦
し
く
て
、
景

色
を
楽
し
む
余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
頂
上
に
着
い
た
と

き
の
何
と
も
い
え
な
い
充
実
感
が

月
一
度
荒
島
岳
を
登
り
続
け
て
五
年
半

高
松
　
誠
さ
ん
（
51
歳
・
矢
）

忘
れ
ら
れ
ず
、
す
ぐ
に
次
の
山
へ

挑
戦
し
た
く
な
り
ま
し
た
」

そ
れ
以
来
す
っ
か
り
山
に
魅
せ

ら
れ
、
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
全

国
各
地
の
山
々
を
踏
破
。
経
ヶ
岳

や
銀げ

杏な
ん

峰ぽ

な
ど
地
元
の
山
々
は
、

も
う
何
度
登
っ
た
か
分
か
ら
な
い

ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

「
あ
る
時
、
雑
誌
で
百
三
十
カ

月
連
続
し
て
富
士
山
に
登
っ
て
い

る
人
の
記
事
を
見
か
け
、
身
近
に

あ
る
荒
島
岳
で
自
分
も
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
毎
月
登

る
よ
う
に
な
っ
て
、
季
節
ご
と
に

表
情
を
変
え
る
ブ
ナ
林
を
は
じ
め

四
季
折
々
の
高
山
植
物
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
」

平
成
十
三
年
、
そ
の
山
の
魅
力

を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
と

起橋英子　朱鳥社刊
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大野城跡発掘の現地説明会
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（１2）

話話題題のの広広場場

六呂師高原と麻那姫湖青少年旅行村で開催された
「おおのネイチャーフィールド2003」。森林の散策
体験をはじめ、熱気球体験や魚のつかみ捕りなど盛
りだくさんの内容に、子どもたちが大はしゃぎ。ま
た星空の下、大野市民吹奏楽団と勝山ウインドアン
サンブルによる「森の音楽会」が行われるなど、大
勢の人が楽しい夏の一日を満喫していました。

戦争体験から平和考えよう

麻那姫青少年旅行村（7月26・27日）

全国から高校生棋士集合
8月9・10日に「全国高校総合文化祭福井大会」

の将棋部門が、有終会館を会場に開かれました。
全国から約400人が集まり、トーナメント方式に
よる緊張感あふれる対局を繰り広げていました。

戦争の体験者から話を聞き、平和の大切さなど
を考える「戦争体験を聞く会“あのころの話”」
が、8月10日と12日に図書館で開かれました。子
どもからお年寄りまで大勢の人が集まり、生々し
い体験談に耳を傾けていました。

現在、発掘を進めている大野城跡で8月14・15日、
調査が始まってから初となる現地説明会が開かれまし
た。昨年度の調査で出土した江戸中期から幕末にかけ
ての石垣や石組み水路、国産陶磁器などの遺構や遺物
について説明が行われました。

「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」「熱気球体験フライト」

「森の音楽会」

「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）「週末自然教室」六呂師高原（7月19・20日）
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こ
と
が
確
認
で
き
る
、
次
の
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
人
が
照
会
す
る
と
き

年
金
手

帳
、
年
金
証
書
、
支
払
通
知
書

代
理
人
が
照
会
す
る
と
き

年
金

手
帳
、
年
金
証
書
、
支
払
通
知

書
、
委
任
状
（
本
人
の
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
、
来
訪
で
き

な
い
理
由
を
記
載
、
本
人
の
印

鑑
を
押
印
）

問
い
合
わ
せ
先

福
井
社
会
保
険

事
務
所
（
〒
９
１
０
―
８
５
０

６
福
井
市
手
寄
２
―
１
―
34
1

０
７
７
６
・
23
・
１
０
０
２
）

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
は
、
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
よ
う
に
登
録
し
、
ナ
ン
バ

ー
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
同
時
に
軽
自
動
車
税
も
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
く
購
入
し
た
り
買
い
替
え

た
り
し
た
人
は
、
市
役
所
で
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
物

印
鑑
・
車
体
の
形
式

の
分
か
る
も
の

税
額

年
間
１
０
０
０
円

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

収
税
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
４
２
２
）

●
中
挟
団
地
・
２
戸

規
格

３
Ｄ
Ｋ
、
風
呂
・
ト
イ

レ
有

家
賃

月
額
１
万
６
７
０
０
円

2003.9  広報おおの

〜
２
万
７
７
０
０
円

資
格

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日

９
月
26
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

《
試
験
》

日
程

11
月
19
日
k

場
所

嶺
北
会
場
＝
福
井
市
市
民

福
祉
会
館
、
嶺
南
会
場
＝
敦
賀

短
期
大
学

受
験
料

４
０
０
０
円

そ
の
他

免
除
制
度
あ
り

《
講
習
会
》

日
程

嶺
北
会
場
＝
11
月
４
日
j

嶺
南
会
場
＝
11
月
７
日
m

受
講
料

３
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法

試
験
申
し
込
み

時
に
受
講
料
を
添
え
て

申
込
期
間

試
験
、
講
習
会
い
ず

れ
も
９
月
16
日
j
〜
30
日
j

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

9月

下
水
道
課
管
理
普
及
係（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
２
９
２
）

日
時

10
月
26
日
h
午
前
10
時
〜

場
所

大
野
地
区
消
防
本
部

種
類

乙
種
４
類
・
丙
種

受
験
資
格

特
に
な
し

必
要
な
書
類

受
験
願
書
（
大
野

地
区
消
防
本
部
に
準
備
）
・
６

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

写
真
１
枚
・
試
験
手
数
料
の
払

込
受
付
証
明
書（
所
定
の
も
の
）

受
験
料

乙
種
４
類
＝
３
４
０
０

円
・
丙
種
＝
２
７
０
０
円

申
込
期
間

９
月
９
日
j
〜
17
日

k
（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
し
込
み
方
法

書
類
を
持
参
ま

た
は
郵
送
で
（
郵
送
の
場
合
は

９
月
17
日
の
消
印
有
効
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
福
井
県
支
部
（
〒
９
１
０
ー

０
０
０
３
福
井
市
松
本
３
丁
目

16
ー
10
福
井
合
同
庁
舎
内
1
０

７
７
６
・
21
・
７
０
９
０
）

国
民
健
康
保
険
証
が
更
新
さ
れ

ま
す
。

（１4）

国
民
健
康
保
険
証

更
新
さ
れ
ま
す

市
民
課

コ
ン
バ
イ
ン
も

登
録
が
必
要
で
す

税
務
課

危
険
物
取
扱
者
の
試
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

入院時の食事代など
軽減されます

国民健康保険と老人保健では、本人の申請
により入院時の医療費や食事代を軽減する制
度があります。制度を利用する場合、事前に
申請し、認定証を受け取ってください。
●国民健康保険

世帯主とその世帯の国保加入者に、市・
県民税がかかっていない場合、国保加入者
の入院時に食事代が軽減されます。
●老人保健

市・県民税がかかっていない世帯で、老
人保健制度の対象となる人は、入院時の医
療費や食事代が軽減されます。

申請・問い合わせ先

市民課国保係（166・1111内線458）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
・
講
習
会

下
水
道
課

国
民
年
金
の
照
会
手
続
き

市
民
課

講
師

榊
原
節
子
さ
ん
（
資
産
運

用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

演
題

「
お
こ
づ
か
い
の
考
え
方

〜
生
活
力
・
考
え
る
力
を
身
に

つ
け
る
に
は
？
」

参
加
料

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

2003.9  広報おおの

参
加
料

１
０
０
０
円
（
初
日
に

持
参
）

申
込
締
切
日

９
月
10
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３

３
３
）

日
時

９
月
17
日
〜
11
月
19
日

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
（
全
10
回
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容

篠
笛
作
り
か
ら
演
奏
ま
で

定
員

15
人

対
象

15
〜
35
歳
の
勤
労
青
少
年

材
料
費

２
０
０
０
円

申
込
締
切
日

９
月
12
日
m

そ
の
他

空
き
が
あ
る
場
合
、
対

象
を
広
げ
締
切
日
以
降
に
受
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
65
・

７
２
２
１
）

●INFORMATION

（１5）

子
ど
も
の
自
立
に
お
金
の
教
育

は
と
て
も
大
切
で
す
。
お
小
遣
い

の
こ
と
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
４
日
n
午
後
２
時
〜

４
時

場
所

有
終
会
館

日
時

９
月
28
日
h
午
前
９
時
〜

10
時
30
分
（
子
宮
・
乳
が
ん
健

診
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所

有
終
会
館

内
容

生
活
習
慣
病
健
診
▼
胃
・

大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
健
診

そ
の
他

各
健
診
の
問
診
票
を
、

当
日
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

（
問
診
票
が
な
い
場
合
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
）

申
込
締
切
日

９
月
24
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３

３
３
）

日
時

９
月
15
日
i
午
後
３
時
〜

８
時

場
所

東
湯
・
改
盛
湯
・
亀
山
湯
・

キ
ュ
ー
ピ
ー
湯
・
白
山
湯
・
日

乃
出
湯
（
五
十
音
順
）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

日
時

10
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
・
31
日
（
計
５
回
）

い
ず
れ
も
金
曜
日
午
後
７
時
30

分
〜
８
時
30
分

場
所

あ
っ
宝
ん
ど

内
容

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

参
加
料

３
０
０
０
円
（
プ
ー
ル

利
用
料
）

定
員

20
人

申
込
締
切
日

９
月
19
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
係
（
1
66
・
１
１

１
１
内
線
４
５
７
）

日
程
・
内
容

９
月19

日
m
み
ん
な
の
体
操

20
日
n
・
26
日
m
道
具
で
体
操

10
月５

日
h
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

10
日
m
・
11
日
n
健
康
体
操

25
日
n
・
31
日
m
腰
痛
体
操

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
10
月
５
日
は
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
）

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

（
10
月
５
日
は
あ
っ
宝
ん
ど
）

対
象

40
歳
以
上

利
用
く
だ
さ
い
休
日
健
診

保
健
セ
ン
タ
ー

薬
草
風
呂
の
無
料
開
放

市
民
課

金
銭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

生
活
環
境
課

救急の日（9月9日）と救急医療週間（9月7～13日）

ア
ク
ア
体
操

市
民
課

健
康
ス
ポ
ー
ツ
講
座

保
健
セ
ン
タ
ー

篠
笛

し
の
ぶ
え

講
座勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

救急車の呼び方、
局番なしの「119」

●場所は詳しく
目標物をはっきりと

●状況は詳しく
事故か急病か、けが人は何人か

●救急車の誘導
サイレンが聞こえたら、人を出して
誘導を

こんな利用はやめましょう
軽いけがや病気
入院時のタクシ―がわり
ただの酔っ払い

問い合わせ先
大野地区消防署（166・0119）

休日や夜間、病気になったら
①まず、かかりつけの医師に相談
②医師が不在のときは、休日急患診
療所（165・8999）へ
③入院や手術が必要な場合は、休日
急患診療所で応急処置の後、重症
患者の受け入れを行う医療機関へ

休日急患診療所の開設日時
休　日
午前9時～正午・午後1時～9時

土曜日
午後1時～5時・午後6時～9時
※午後9時以降の受診は

事前に電話で連絡してください
問い合わせ先
保健センター（165・7333）

平平成成大大野野屋屋
ままつつりり

9月14日h開催
午前10時～午後3時

商工観光課観光係

（166・1111内線335）

住宅・土地統計調査
平成15年10月１日

ご協力をお願いします
10月１日、全国で住宅・土地統計

調査が行われます。対象となるお宅
に調査員が調査票を持って伺います
ので、ご協力をお願いします。
総務省統計局・福井県・大野市



新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
現
在
使
っ
て

い
る
保
険
証
は
、
各
自
で
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
郵
送
で
は
都
合
が
悪
い
と

い
う
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

こ
れ
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金

の
保
険
料
や
、
将
来
受
給
で
き
る

年
金
額
を
知
り
た
い
と
き
は
、
社

会
保
険
事
務
所
へ
照
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

照
会
に
は
、
被
保
険
者
本
人
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
は
代
理
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
、
次
の
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
人
が
照
会
す
る
と
き

年
金
手

帳
、
年
金
証
書
、
支
払
通
知
書

代
理
人
が
照
会
す
る
と
き

年
金

手
帳
、
年
金
証
書
、
支
払
通
知

書
、
委
任
状
（
本
人
の
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
、
来
訪
で
き

な
い
理
由
を
記
載
、
本
人
の
印

鑑
を
押
印
）

問
い
合
わ
せ
先

福
井
社
会
保
険

事
務
所
（
〒
９
１
０
―
８
５
０

６
福
井
市
手
寄
２
―
１
―
34
1

０
７
７
６
・
23
・
１
０
０
２
）

農
業
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
は
、
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
よ
う
に
登
録
し
、
ナ
ン
バ

ー
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
同
時
に
軽
自
動
車
税
も
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
く
購
入
し
た
り
買
い
替
え

た
り
し
た
人
は
、
市
役
所
で
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
物

印
鑑
・
車
体
の
形
式

の
分
か
る
も
の

税
額

年
間
１
０
０
０
円

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

収
税
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
４
２
２
）

●
中
挟
団
地
・
２
戸

規
格

３
Ｄ
Ｋ
、
風
呂
・
ト
イ

レ
有

家
賃

月
額
１
万
６
７
０
０
円

2003.9  広報おおの

〜
２
万
７
７
０
０
円

資
格

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日

９
月
26
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

《
試
験
》

日
程

11
月
19
日
k

場
所

嶺
北
会
場
＝
福
井
市
市
民

福
祉
会
館
、
嶺
南
会
場
＝
敦
賀

短
期
大
学

受
験
料

４
０
０
０
円

そ
の
他

免
除
制
度
あ
り

《
講
習
会
》

日
程

嶺
北
会
場
＝
11
月
４
日
j

嶺
南
会
場
＝
11
月
７
日
m

受
講
料

３
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法

試
験
申
し
込
み

時
に
受
講
料
を
添
え
て

申
込
期
間

試
験
、
講
習
会
い
ず

れ
も
９
月
16
日
j
〜
30
日
j

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

9月

下
水
道
課
管
理
普
及
係（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
２
９
２
）

日
時

10
月
26
日
h
午
前
10
時
〜

場
所

大
野
地
区
消
防
本
部

種
類

乙
種
４
類
・
丙
種

受
験
資
格

特
に
な
し

必
要
な
書
類

受
験
願
書
（
大
野

地
区
消
防
本
部
に
準
備
）
・
６

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の

写
真
１
枚
・
試
験
手
数
料
の
払

込
受
付
証
明
書（
所
定
の
も
の
）

受
験
料

乙
種
４
類
＝
３
４
０
０

円
・
丙
種
＝
２
７
０
０
円

申
込
期
間

９
月
９
日
j
〜
17
日

k
（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
し
込
み
方
法

書
類
を
持
参
ま

た
は
郵
送
で
（
郵
送
の
場
合
は

９
月
17
日
の
消
印
有
効
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
福
井
県
支
部
（
〒
９
１
０
ー

０
０
０
３
福
井
市
松
本
３
丁
目

16
ー
10
福
井
合
同
庁
舎
内
1
０

７
７
６
・
21
・
７
０
９
０
）

国
民
健
康
保
険
証
が
更
新
さ
れ

ま
す
。

（１4）

国
民
健
康
保
険
証

更
新
さ
れ
ま
す

市
民
課

コ
ン
バ
イ
ン
も

登
録
が
必
要
で
す

税
務
課

危
険
物
取
扱
者
の
試
験

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

入院時の食事代など
軽減されます

国民健康保険と老人保健では、本人の申請
により入院時の医療費や食事代を軽減する制
度があります。制度を利用する場合、事前に
申請し、認定証を受け取ってください。
●国民健康保険

世帯主とその世帯の国保加入者に、市・
県民税がかかっていない場合、国保加入者
の入院時に食事代が軽減されます。
●老人保健

市・県民税がかかっていない世帯で、老
人保健制度の対象となる人は、入院時の医
療費や食事代が軽減されます。

申請・問い合わせ先

市民課国保係（166・1111内線458）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
・
講
習
会

下
水
道
課

国
民
年
金
の
照
会
手
続
き

市
民
課

講
師

榊
原
節
子
さ
ん
（
資
産
運

用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

演
題

「
お
こ
づ
か
い
の
考
え
方

〜
生
活
力
・
考
え
る
力
を
身
に

つ
け
る
に
は
？
」

参
加
料

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

2003.9  広報おおの

参
加
料

１
０
０
０
円
（
初
日
に

持
参
）

申
込
締
切
日

９
月
10
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３

３
３
）

日
時

９
月
17
日
〜
11
月
19
日

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
（
全
10
回
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容

篠
笛
作
り
か
ら
演
奏
ま
で

定
員

15
人

対
象

15
〜
35
歳
の
勤
労
青
少
年

材
料
費

２
０
０
０
円

申
込
締
切
日

９
月
12
日
m

そ
の
他

空
き
が
あ
る
場
合
、
対

象
を
広
げ
締
切
日
以
降
に
受
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
65
・

７
２
２
１
）

●INFORMATION

（１5）

子
ど
も
の
自
立
に
お
金
の
教
育

は
と
て
も
大
切
で
す
。
お
小
遣
い

の
こ
と
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
４
日
n
午
後
２
時
〜

４
時

場
所

有
終
会
館

日
時

９
月
28
日
h
午
前
９
時
〜

10
時
30
分
（
子
宮
・
乳
が
ん
健

診
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所

有
終
会
館

内
容

生
活
習
慣
病
健
診
▼
胃
・

大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
健
診

そ
の
他

各
健
診
の
問
診
票
を
、

当
日
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

（
問
診
票
が
な
い
場
合
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
）

申
込
締
切
日

９
月
24
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３

３
３
）

日
時

９
月
15
日
i
午
後
３
時
〜

８
時

場
所

東
湯
・
改
盛
湯
・
亀
山
湯
・

キ
ュ
ー
ピ
ー
湯
・
白
山
湯
・
日

乃
出
湯
（
五
十
音
順
）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

日
時

10
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
・
31
日
（
計
５
回
）

い
ず
れ
も
金
曜
日
午
後
７
時
30

分
〜
８
時
30
分

場
所

あ
っ
宝
ん
ど

内
容

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

参
加
料

３
０
０
０
円
（
プ
ー
ル

利
用
料
）

定
員

20
人

申
込
締
切
日

９
月
19
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
国
保
係
（
1
66
・
１
１

１
１
内
線
４
５
７
）

日
程
・
内
容

９
月19

日
m
み
ん
な
の
体
操

20
日
n
・
26
日
m
道
具
で
体
操

10
月５

日
h
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

10
日
m
・
11
日
n
健
康
体
操

25
日
n
・
31
日
m
腰
痛
体
操

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
10
月
５
日
は
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
）

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

（
10
月
５
日
は
あ
っ
宝
ん
ど
）

対
象

40
歳
以
上

利
用
く
だ
さ
い
休
日
健
診

保
健
セ
ン
タ
ー

薬
草
風
呂
の
無
料
開
放

市
民
課

金
銭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

生
活
環
境
課

救急の日（9月9日）と救急医療週間（9月7～13日）

ア
ク
ア
体
操

市
民
課

健
康
ス
ポ
ー
ツ
講
座

保
健
セ
ン
タ
ー

篠
笛

し
の
ぶ
え

講
座勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

救急車の呼び方、
局番なしの「119」

●場所は詳しく
目標物をはっきりと
●状況は詳しく
事故か急病か、けが人は何人か
●救急車の誘導
サイレンが聞こえたら、人を出して
誘導を

こんな利用はやめましょう
軽いけがや病気
入院時のタクシ―がわり
ただの酔っ払い

問い合わせ先
大野地区消防署（166・0119）

休日や夜間、病気になったら
①まず、かかりつけの医師に相談
②医師が不在のときは、休日急患診
療所（165・8999）へ
③入院や手術が必要な場合は、休日
急患診療所で応急処置の後、重症
患者の受け入れを行う医療機関へ

休日急患診療所の開設日時
休　日
午前9時～正午・午後1時～9時

土曜日
午後1時～5時・午後6時～9時
※午後9時以降の受診は
事前に電話で連絡してください

問い合わせ先
保健センター（165・7333）

平平成成大大野野屋屋
ままつつりり

9月14日h開催
午前10時～午後3時

商工観光課観光係

（166・1111内線335）

住宅・土地統計調査
平成15年10月１日

ご協力をお願いします
10月１日、全国で住宅・土地統計

調査が行われます。対象となるお宅
に調査員が調査票を持って伺います
ので、ご協力をお願いします。
総務省統計局・福井県・大野市
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季
節
は
移
ろ
い
、
早

く
も
舞
台
は
九
月
。
セ

ミ
の
大
合
唱
か
ら
、
虫

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
へ
と

場
面
も
変
わ
っ
た
。
長

月
と
あ
っ
て
、
月
の
表

情
も
い
よ
い
よ
豊
か
に
な
り
、
朝
晩
の
す
が
す

が
し
い
空
気
に
秋
を
感
じ
る
。
農
家
で
は
、
稲

刈
り
が
始
ま
り
、
学
校
や
地
区
で
も
、
体
育
祭

や
敬
老
の
日
の
行
事
な
ど
何
か
と
慌
た
だ
し
い

こ
と
だ
▼
こ
の
「
敬
老
の
日
」
も
、
今
年
か
ら

体
育
の
日
・
成
人
の
日
と
同
様
の
移
動
祝
日
と

な
り
、
九
月
の
第
三
月
曜
日
に
設
定
さ
れ
る
。

元
の
九
月
十
五
日
は
「
老
人
の
日
」
と
な
り
、

十
五
日
か
ら
二
十
一
日
は
「
老
人
週
間
」
と
な

っ
た
▼
核
家
族
化
が
進
む
中
、
こ
こ
大
野
で
は

三
世
代
・
四
世
代
家
族
が
、
ま
だ
ま
だ
健
在
で

あ
る
。
い
つ
だ
っ
た
か
、
小
さ
か
っ
た
息
子
が

散
歩
の
途
中
に
小
枝
を
指
差
し
「
あ
っ
、
虫
が

高
い
所
に
巣
を
作
っ
て
る
よ
。
今
年
は
大
雪
か

も
し
れ
ん
ね
、
お
母
さ
ん
」
と
私
を
驚
か
せ
た

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
年
寄
り
の
知

恵
袋
で
あ
る
。
若
い
親
に
は
か
な
わ
な
い
年
輪

だ
。
親
と
は
違
う
程
よ
い
距
離
感
で
、
子
ど
も

た
ち
を
慈
し
ん
で
く
れ
て
い
る
▼
子
ど
も
た
ち

は
、
己
の
命
が
代
々
つ
な
が
っ
て
今
こ
こ
に
あ

る
こ
と
や
、
そ
の
命
も
や
が
て
は
土
に
返
っ
て

い
く
と
い
う
大
切
な
こ
と
を
、
大
家
族
の
中
で

祖
父
母
の
姿
を
通
し
て
学
ん
で
ゆ
く
。
家
庭
で

も
、
地
域
に
お
い
て
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
は

大
き
く
て
深
い
▼
「
敬
老
の
日
」
や
「
老
人
週

間
」
と
い
う
言
葉
や
行
事
だ
け
が
一
人
歩
き
し

な
い
よ
う
、
日
々
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

（
羽
）

田
村
精
二
氏
宅
（
城
町
七
―
十
二
）

亀
山
公
園
の
北
東
登
り
口
近
く
に
位
置
。
文
政
十

年
（
一
八
二
七
）
か
ら
十
三
年
の
間
に
建
て
ら
れ
た

武
家
住
宅
で
、
建
設
当
時
の
主
要
部
分
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口

男
女

７月中の異動

８月１日現在
11,940世帯
39,838人
19,040人
20,798人

前　月　比
42世帯
29人
5人
24人

転 入
転 出

102人
86人

出 生
死 亡

30人
17人

総　件　数
件　数
死　者
傷　者

物 損 事 故

件 数 内 訳

376件
69件
1人

107人
307件

平成15年
７ 月 末 比 較平成14年

７ 月 末

338件
92件
5人

118人
246件

＋38件
－23件
－4人
－11人
＋61件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

敬
老
の
日
は
昭
和
二
十
九
年

に
制
定
さ
れ
た
「
と
し
よ
り
の

日
」
が
最
初
。
「
と
し
よ
り
」

の
名
は
ひ
ど
い
の
で
は
、
と
い

う
こ
と
か
ら
三
十
九
年
に
名
称

が
改
め
ら
れ
、
四
十
一
年
に
国

民
の
祝
日
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
十
二
年
の
祝
日
法
改
正
で
、

今
年
か
ら
九
月
の
第
三
月
曜
日

へ
と
変
わ
り
ま
し
た
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

秋
名
月
『
月
海
上
に
浮
ん
で

は
、
兎
も
波
を
走
る
か
、
面
白

の
島
の
気け

色
や
（
謡
曲
・
竹
生ぶ

島
）』。
水
面
に
映
る
月
を
見
て

月
の
中
の
ウ
サ
ギ
が
波
の
上
を

走
る
よ
う
だ
と
、
そ
の
面
白
さ

を
謡
っ
た
も
の
で
、
兎
波
紋
な

ど
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
孫
繁
栄
や
防
火
な
ど
を
願
い

使
わ
れ
た
図
柄
だ
そ
う
で
す
。

大
野
え
え
と
こ
⑱

松
山
稲
穂
氏
所
有
住
宅
（
城
町
十
―
十
一
）

柳
町
通
り
に
面
し
武
家
屋
敷
旧
内
山
家
か
ら
北
二

件
目
に
位
置
。
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
、

二
階
部
分
の
白
壁
や
美
し
く
整
っ
た
出
格
子
が
印
象

的
な
長
屋
建
て
で
す
。

平成13年度から市が認定している、将来に残していき

たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

⑥




